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県内中学校通常の学級及び高等学校では，発達障がいのある生徒

の理解や指導に苦慮している状況が見られます。それは，多くの

教職員が，特別支援教育に関する基礎的な知識等が十分ではなく，

教育的ニーズを把握し，適切な指導及び必要な支援を計画的，組

織的に行うことにつながらないためであると考えられます。

こうしたことから本研究は，中学校及び高等学校の教職員が，

校内研修会や個人研修において活用することができるような特別

支援教育研修資料を，県内中学校及び高等学校の現状を踏まえな

がら作成し，生徒一人一人への適切な指導や必要な支援の充実に

つなげていくことを目的としました。

平成21年度特別支援教育体制整備状況調査及び，県内全公立中

学校及び高等学校を対象とした特別支援教育に関する実態調査の

結果から明らかになった主な課題は，以下の通りです。

研修資料は，特別支援教育に関する基礎的知識や見通しをもつことを目的とした「理解編」と，具体的な

取組につながる資料を収めた「活用編」で構成しました。

「理解編」は，手元に置いて活用できるように冊子とし，第１章では特別支援教育の基礎的内容を取り扱

い，第２章では中学校及び高等学校による実践を取り扱うこととしました。

「活用編」は，生徒への支援方法を検討したり，関係する教職員がそれらを共通理解したりするための道

具である個別の指導計画を作成・活用するための支援ソフトと，その取扱説明書で構成しました。

研修資料「理解編」と「活用編」の有効性と，改善の視点を明らかにするために，研究協力校の教員及び

研究協力員へのアンケート調査を行いました。この結果から，中学校及び高等学校の生徒への適切な指導及

び必要な支援に有効であるという見通しをもつことができました。また，この調査の分析と考察を受け，研

修資料「理解編」と「活用編」をそれぞれ修正・改善したものが，「中学校・高等学校版 すべての生徒が

輝く指導・支援のすすめ」と「個別の指導計画作成支援ソフト（中学校・高等学校版ver.1）」です。

特別支援教育の現状と研究の概要

県内実態調査から明らかになったこと

研修資料の概要

研修資料作成に係る実践

研究主題

・本県の中学校及び高等学校においては，特別支援教育に関する教員の研修状況，校内特別支援教育委
員会の開催回数，個別の指導計画の作成率が，全国に比して極めて低い。

・特別支援教育に関する研修の必要性を感じているものの，他の研修課題を優先したり，放課後に校内
研修会の時間を設定することが困難だったりすることから，実施できずにいる。

・具体的な場面における指導・支援について困難さを感じている。

研修資料「理解編」
「中学校・高等学校版
すべての生徒が輝く指導・支援のすすめ」表紙



１ 「中学校・高等学校版 すべての生徒が輝く指導・支援のすすめ」は，特別支援教育に関する基礎的

知識の理解や，特別支援教育の視点を踏まえた実践につながるという見通しをもつことができました。

２ 「個別の指導計画作成支援ソフト（中学校・高等学校版ver.1）」は，特別支援教育の視点を踏まえた

個別の指導計画による取組につながるという見通しをもつことができました。

研究の成果

「個別の指導計画作成支援ソフト（中学校・高等学校版 ver.1)」※研修資料「活用編」

背景の理解背景の理解背景の理解背景の理解問題の整理と焦点化問題の整理と焦点化問題の整理と焦点化問題の整理と焦点化

具体的な支援方法の検討具体的な支援方法の検討具体的な支援方法の検討具体的な支援方法の検討

生徒の様子やこれまでの

対応を整理し，緊急度や指

導の難易度等の観点から，

優先項目を決定します。

「データベース」シートを使っ

て，分類項目にフィルターをか

け，生徒の様子から生徒の特性

を絞り込みます。

研究内容の詳細は，当センターWebページに掲載しております。「中学校・高等学校版 すべての生徒が輝く指導・支援

のすすめ」，「個別の指導計画作成支援ソフト（中学校・高等学校版ver.1）は，同ページに掲載する予定です。

特別支援教育の視点を踏まえた，個別の指導計画による一貫性のある継続した取組ができる！

・問題を整理し，取り組むべきことを焦点化できます。【Step1】

・生徒の様子から推測される背景，想定される支援方法を絞り込むことができます。【Step2】

・「個別の指導計画」シートをそのまま活用したり，学校等の実情に合わせて様式を変えたりするなどして，

個別の指導計画として活用できます。【Step3】

・入力したデータを保存・印刷することにより，成長の記録や引き継ぎ資料，会議資料等として

活用できます。【Step1】【Step2】【Step3】

ここがポイント！

 

生徒の様子について，学習面，

生活面・行動面，その他，担任のニ

ーズ，生徒や保護者のニーズ，生

徒の長所等の観点から整理します。

「今後の支援方針や支援方法」

欄には，特別支援教育コーディネ

ーター等と話し合いながら記録し

ます。

「目標，評価時期」欄には，優

先項目についての具体的な目標

や評価を記入します。

「評価」欄には，取り組んだ結果

についての評価を記入します。

「個別の指導

計画（教科担任

等による役割分

担用）」には，今

後の支援方針や

目標をもとにし

た，各教科担任

や担任以外の方

が，生徒にかか

わる場合の目標

について記入し

ます。

参考になりそうな支援方法の

コード番号を選択することによ

り，「個別の指導計画」シートに

内容が転記されます。



「中学校・高等学校版 すべての生徒が輝く指導・支援のすすめ」※研修資料「理解編」

 

特別支援教育の基礎的知識が理解できる！

・第１章と第２章①②では，特別支援教育を踏まえた学習指導，生徒指導等の考え方やポイントを示しています。

・統一したレイアウト，平易な語句の使用，多色刷り等により，読みやすく理解しやすい構成になっています。

・本文で扱っている用語や，実際に取り組む際に必要な基礎的知識等を，脇帯を使用して解説しています。

・特別支援教育に関する知識をさらに深めたり，広げたりするための参考となる図書を紹介しています。

ここがポイント！

特別支援教育の視点を踏まえた実践への見通しをもつことができる！

・第２章③以降では，学習指導や生徒指導，進路指導等についての中学校や高等学校の実践例を掲載しています。

・「①自校の実態にあった特別支援教育の推進」として，校内支援体制に基づく進め方について示しています。

・個別の指導計画の考え方や「個別の指導計画作成支援ソフト」の紹介により，具体的な取組につながります。

・巻末資料により，どのような目的でどのような機関に相談すればよいのかが分かります。

読みやすく，理解しやすいよう

に，1項目を見開き2ページで取

り扱っています。

各項目に関係する考え方や，

おさえておくべきこと，本文の説

明，特別支援教育に関する情

報，用語の解説などを示してい

ます。

指導・支援のポイントについ

て，中学校，高等学校ごとに分

けて示しています。

指導・支援を支えるために必

要な考え方や方針，各項目にお

いて欠かすことのできないことな

どについて示しています。

実際の指導・支援に生かすこ

とができるような内容を，図や表

をまじえながら示しています。

現場の先生方の悩みや解決

したいことなどについて，Ｑ＆Ａ

形式で示しています。

【他ページのＱ＆Ａ例】

・どうしても単なる怠惰にしか見

えないのですが・・・。

・何を言っても反抗するばかりで

指導できません。

・保護者が納得せず，進路の話

が，進みません。

・支援員さんに授業を頼もうと

思うのですが・・・。

・本校には，支援を必要としてい

る生徒はいません。

各項目の概要やまとめについ

て示しています。

第１章から第2章①，②では，

各項目における基本的な考え方

を示しています。

第２章③以降では，実践例を

示しています。
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